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tE!:jJrr：；におけるク口アワビの成長ラ年齢

制LJ丸 ~tli長率とドJill'j本

HJ iJ'l J,: .会杉 1L ・ ・ ill:山 j埠 1E

Growth, age composition, survival rate and recapture rate 

of Japanese black abalone, Haliotis d九、cusREEVE, 

at Kamoi, Yokosuka City, Kanagmλra Prefecture. 

TAUT! Masaru,* Saichi KANASUGI,* and Michimasa CIIIKAYAMA * 
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＇！、heresεarch was conduct（うdto count the numbε1♂ and measurεd the size of th巴 abalくme,mainly on 

Japanese black abalone, Haliotis discz俗 REEVJら whichwer℃ coll巴ctedby the helmet diver fisherman 

in the fishing只roundcommercially operated‘The ground area locates at the coast of Kamoi district, 

Yokosuka City, Kanagawa Prefecture 

Applyin又 boththe method of analysis for polyrnoclal length distribution of abalone deduced by 

TANAKA (1956), and the method of analysis for marl心recaptu1℃， theconclusive results regarding to 

Japanese black abalon巴 onthe growth rate, aヌecornposition, survival rate, and recapture rat巴 are

sumrncrized in the followings 

(1) ＇］、heannual number of Japanese black abalone coll巴ctedwere 52 individuals in 1980, 258 in 

’81, 64 in’82, and 13 in’83. 

(2) For Japanese black abalone, the shell length of 3 years old one released 2 years before attains 

JO町6cm, and in the same manner expression 4 years。ldattains 12.8 cm, 5 years old attains 15.2 cm, 

and 6 years old attains 17.11 cm. 

(:3) Japanese black abalone、livin只inthe designated area, wer巳 composedof three groups of different 

age, i.e. 3 years old shell which occupied 10.9 % to total Japanese black abalone in number, 4 years 

old shell occupying 76.4 %, and 5 y巴arsold shell occupying 12.7 %. 

(4) The survival rate of abalone since after they attain such a stage just joinin父 intoas a new 

recruitment in th巴 stockwas calculated 0.17 in average value in the commercial fishing ground. 

(5) Recapture rate was estimated as 0.97% to released artificial Japanese black abalone, among three 

years, from 3 years old to 5 years old. And, this percent was calculated as the result of accumulation 

of the recapture ra1；巴 ofeach year old abalone montioned above, i.e. 3 years old sh巴llrecaptured 

0.11 %, 4 years old shell 0.74 %, and 5 years old shell 0.12 %. 

1959°1ムにはl.4t もの 1,((\1佐川ρ、あった，作i＇~°＂Jll U ， ~11！！）！日；

sill)¥; （関 1）におけるアワビ泊、後；；；は，干>fr_1'1'1

つているにもカ冶カ、オコ ？o・f’約 5iドJ<'DWJてJ1/1i1<&~： 繰り ill

198刊 6J J 20 LI受：fl!! 伊j1;J三；，s¥1{:結誌な8481 

来 W：主主iill’先；ti¥

ながら U:！山内には減少している。品II.イト1'1’1:;・ •）＇；；／；を rii'i fl 

ってJ弘主している 1 約1；；’体によるヘルメソト出；J＜.（，~漁

業のぬj生物訓ft，問状Jli.ikllftill結果によって， _j:_とし
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てJJl{tJi¥l:ifit.しているクロアワビについて成長， i'F-齢品ll

成，＇t伐 fかと flj:ji/)千1を求め，政ifit.効果：をl切らかにした

ので幸町＇；－する。
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w1;nn1U}f[ifl1漁業協！？帥fl合l/!!:)J；＋；支所のJfi~民弁位およ

び水試笠原'.¥l；うた将校上iには， I制作に協力していただい

た。出して！感謝する。
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四＂ 剣崎
城ケん

関 1 ！！！ら）！？；の位 ＇（.＇，＇ 凶

7ヲ j去

1.偶｛本数

1980～’83年の4年11¥J,H十；）＜若手漁業の行われる1iJ一年 1

～ 3 }JのiWJ定 IJに， Wiな＇itirfjJU者II漁業lhlilr>J組イトl/IJ:)Ji'f:/(

1訴の水協淡5J;jで7 タカ・クロ・メカ、、イアワビ（以下，

マタカ，クロ，メガイと 111!¥-fi乙）の 3総Jl）（別にアワどの

？？と数をill-数.iJ!lbiょして，州安J［車ll成・和nrMJIJ:rlll式・与ff.l'.¥J

f洲本jf(11；より例体数を求めた。また， lriJll寺に螺J[i古IIの

色彩・形状ι子より Jill:Iオdlを己11¥:!JIJした。

2.成長，年齢組成と生残率（ s) 

t！~！ rii& Jill: hit* +I Hrll最古来を解析して，年齢と妓iえとのluiJ'ff}

11'1：似を求め， ir:1:i年齢における、VJ占J伎長を求めた。また，

殺長il!IJ主［：紡」；：：を級「HJI＇悦5口1mて

よRめ’ l:l/111 (1956）の）j法を肘いて多峰からなる殺iて

まlI成をrU数の中降に分離した。

以上の 2方法により成長，年齢組成をボめ，さらに

！日内（1936）の方法でI｝：残j本を求めた。

3.湾揚率（「）

Ill内（1984）の方法をH-lい，放流年ごとの 3:i'f-IHJの

*Hi~Hlll率がほぼ 1 生潟ーの（lj誌j率をな、すと与え，これ

を次式iこより求めた。

5 1 'll:l 

r二 2-;(~ L; xr1) 
d せ t=l9SO

噌 5 'll:l 

ぷ 'j-L;〔記（xCt/Ntx十1）〕
せ.＝3t＝初

ただし， r:l 'c!=.iil'.の1tfirt!I事

xrt : t 年における x 歳の放流Hの 1~Jir1i率

xCt: t年における x歳の欣流H-lの118114:4&

Ni: t年の放流イ11:1体数

とする。

* 1974-"fll月採）弘その後陣！？也てい飼育し， 1977年 3}] 8日に殻長40～6lmm平均47mmのマダカ・クロ合計1,00011川
体；（的知＊fl)J_！（；は不llJ-j）のII千；J<1Lへ赤色テグスを夕、、ブル・オーバ｝ ハンド・ノットに結f'((jし，これを鴨居地先へ放流

し7こ。



結果および考察

1.個体数と平均個体重量

三三1に年目lj・税制別漁獲W;lf4'数， 、JLMJ例外；lf(t討をノ］、
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した。 4壬Fl/iiの総例外；数と＇＼ LMJイ181休示！1kは，マタカで

は414fl.'il体， 502g' グロでは387f[.'i出， 364g' メガイ

では21WH札 414gで， 3 Hl'f!l全体の＇＼ q)J似体i弔：1tは

413 gであった。

表 1 アワどの年7Jlj ・係J~J[JJIJ 例外；数（ケ）と刊さJWil体市，：（ ε ／ケ）

マタカ ク ロ メ ;If イ
if・ j[.'il fふ妻女 子主J1l母体悪主i 1l"il体数 ：＇］りよj純粋；丞・ii' j[,¥[ 1ぶ数 ftJf保体重な：

総ii母体数総引6J11母体長；？；

1980 272 438.4 52 431. 9 12 438.4 336 437.5 

’81 51 666.7 258 364.7 。 309 414.6 

’82 51 525.6 64 282.7 4 283.3 119 386.6 

’83 40 697.5 13 469.2 5 460.0 58 625.9 

414 502.2 387 363.8 21 414.3 822 434.8 

表2 絞；i抜放流のPitill京N1t':
！！：£流11；＼＇・ i1j1ftjll.)（マタカ・クロ・合計7JIJ）の似体数（ケ），殻t己主主凶（cm），、fl！・）殺長代田）

b主流
年・PJ・fl

イl•'il体数（ヶ） 殻i主任むjJlj(cm) λl'-1さj殻長（cm)

1977・3・8 1000 4.0～6.1 4.7 

年・月・ lI /If Jill 
マタカ ク Iゴ 全 体

イIi；＼体数 殺長範l剖 'flf,J殻i乏 イ肉体数 殻i三範ド1¥ 、，~J:~J殻長 f引仰伽I•＇肺J占l“1,数 殻hH屯jJJJ
（ケ） (cm) (cm) （ケ） (cm) (cm) ／＼メ7) ノ (cm) 

1977・11・10 1 6.7 6.7 4 5.8～ 7.4 6.4 5 5.8～ 7.4 

’78・5・9 。 1 9.0 9.0 1 9.0 

II・10・3 3 9.8～ 10.9 10.5 4 8.3～ 9.8 8.9 7 8.3～ 10. 9 

’80・2・8 。 1 12.6 12.6 1 12.6 

II• 3・7 23 12.0～ 16.5 

’81・2・6 6 15.0～ 16.2 15.6 16 12.2～ 15.8 13.7 22 12.2～ 16.2 

II・2・9 。 4 12.8～ 15.2 14.1 4 12.8～ 15.2 

II • 2・19 。 1 15.4 15.4 1 15.4 

( {t) 履歴 1974年11J・J 採 t'li，その後陸上泌で飼育し， 1977年 3JJ 8行にt思議）fl.流した。

2.成長，年鈴総成とさ主残率

際識放流の／！Htri結果（表 2）から求めた各年齢にお

ける＇JLJ/,J殻長（cm), と殻i乏組成をIFl'f＇の方法によって

分解して求めた千千年齢の：ifi.J:lcj殻長（｜ヌ12）を・｝話して

表3に示した。殻lH:llliX:を分W0して求めた場合，各年

齢；／ll＇の：，JLMJ殻i乏がイiiJ1.＼誌の平均殻iてであるかはiリjらかで

はない。しかし， j}lf（識）』〔流によりょreめた各年齢者Fの平

均殺長が 21友で8.Ocm, 3歳て10.3cm, 4歳て＂12.7crnで

あり， また殺長会社成を分解して求めた平均殺Eえが af潟

で10.Scm, b 1i＆て、、12.Scmであるから，この場合の a1:& 

は2），；えまたJ土4歳と与一えるより， 3 1:1誌と与えたんが11.

il•1 である。このようにして年齢を決め， 11lij方法による

最古来を比較すると， 11lij);'itで求めた 3～ 5ぷにおける

各々のJドMjj'f店長は寸文していた，ということができる。

しかし，図 2 のt~.~i¥llfj荷主・ ：＇＼~MJf1I（を用いて，主f)Jlj の

殻長市Ill.おを分解すると， 41.；え群の成長が1980，’81，’82,

’83の手千年でそれぞれ迷っていた。したがって，年によ

り成長にJi［）生があることが判明した。そこで，この品占

栄；と，；政長組成を分解して得た年齢車Ii.Iえを合わせて与

えると，年r~f1*J11却ま 3 1：以与が10.9%,4iぶ｛ffが76.4%,
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仙｜ 4 
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数｜ 76.4% 
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国2 111'11の}Ji)；、てい分ff干してユドめた伎以来ll.11文， t；~＇. i¥I似万一

（なお，総イ［，＇H本数グ〕＇）ごil!IHlllは215,HtMI! i土 212，誤~N：＇十

1(215 212):212×lOOf は1.4%であった。）

表3 クログ〕fド陥｛7と成長

( t；~i ,;f&t反対Lと111111の)if.去による）

、I': J::¥J 伐以 （cm)

年齢U&l 十；＼＇！；波紋 iA~ 111'11川dl；による組成分I~師 、F JさJ

2 8.0 8.0 

3 10.3 10.8 10.6 

4 12.7 12.8 12.8 
;J 円 15.0 15.3 15.2 

6 17.4 17.4 

51友若手が12.7%で挑Jぶされていた， と与えることがで

きる。

漁獲対象｛ffへJJll人の終 f した 4 ぷtiY以後のせ筏If~は，

年齢まJI.Iiえから Ill内 (1936）の方法により，

s =12.7/76.4 
二 0.17

となった。

神奈川県検；J'(f'{i/Ji三Jj:flJJ(Ill内， 1984）（以ドkJI：と

IP[',);), J<1J三川li/11!＆ヶ,t;,¥（神奈川県水試， 1970;HI内，

1981），と今［u［の＇i!l)h1:（漁場rMti'iO. 7km2）の各地先（以ド，

J也先を省略する）での1fl＇（を A 絡にして表 41こぶした。

弁J也のクロの成長に選法がi辺、められ， b毛;Jj:0 城ケ

'I＇.応F；一のう九， ＇1'.f)J,1；ゐにおける！£ふ長！立J土41：ιカミら 5j；，；比へカミけ

てl'lMで， b点ケ1::jとともにi是JI今より 1ctj三＇ 1 ＇牛〈）ぷt~する O

JI泊1今今 j血て 2 ＂干 ll\J ，~Ym：、）支飼育し， 2 歳てい欣iA~ したが， 料

品Ui<Jには／j記長をjJ[JiJjljしたクロにもかかわらず， 1年ll¥J

l\e:~U山飼育， 1 A誌で放流し，正常に成長したものと変

表4 i三JI一， J；＆メy山，＇l!!)/,1；におけるク口の

年齢と成長（ぺ斗K)

J臨先
年齢U&Jと成長（cm) IH 01!. 

2 3 4 5 6 7 （引川文献）

i又 JI 11.0 12.2 13.8 15.3 16.8 Ill内(1984)

（神奈川県本試(1970)
減ヶ），＇，＼ 10.4 14.2 15.8 1 

l IH内（1981)

11![) ),r} 10.6 12.8 15.2 …本報

らず，返れを［11J復した。これは神奈川水ぷ(1970，’71)

でマタァ？について述べられたことと［1iJ様な説象と考え

られる。また fJi" U，~ !J券おむdi）：）、i十！のクロ漁j支i4 JをいペニJ)

いても， BEJl.TAl.ANFl'ιyの｛j'.融合成長式i土地iメjこより災な

っており（ II1111・f弘 1980），地先によって成長に起iili

があることがわかる。そのJJ;UJ.:J.t'W:Mのためlこは，つパ去

のlllJ胞として 1つは］!lff.l保防のJfii，もう 1つは年前j)fi'

；むのノJ・11；、，i¥riiのlflfからのH今l床が千f'i-1JJ：巧えられる。

県内のf也漁場てつjとめた0r1JVr1品IUおは，以外：の 般討（llJJ;

（漁場11iiH'i5.3km2）では 3～ 4以1ffを主体に， 3～ 71:& 

の5年齢HIにより WiJJX:され， l<iJ胤先？わ；（（＼［；｛ （漁場1MH't

900m2）では 41：＆併を主体；に， 3～ 51；＆の 3°1 ＇·持f1~1Y によ

り fr~ilぶされていた（ Ill 内， 1984 ）。また城ゥ j；占禁漁民（漁

場i11ifi1i30mつでも 3以併を；：休に 3～ 5歳の 3年齢,in
でfil¥'Jぶされていた。その！以凶はイミIVJだが，；二tLらから，

比較的狭い漁場の年齢車！UJX:は単純であり，また成長の

よい漁場ほどれ齢llから漁獲対象となっていると考え

らオしる。

以内の他~（（＼J:l( で求めた としては， 与えヶ 1::1'Jト~~

十民i也うi；のアワど般におけるクロでは， 4 i:,¥Ui'!J:J、上でIll

内（1981)から求めると，

S…7.3/16.3 

二 0.45

となった。

また， ,U:Jj：の 般漁場におけるクロの場合には， hむ

と［＜iJ総4歳J「｛以上で0.56, l<fj｝也先のてた1,（（＼［.えでは0.34で

あった（｜｝｜｜人J, 1984）。 3Jill［；＞（と比較して＇I叩，1；における

!J:lj比率は J討しく小さいが，その原則としては初期の｜’！

然減耗が大きいと考えられ，今後新たに試験を i没主主し

て肥似する必弘jがある。

3.再捕率

ドH1fi~千t を求め，表 5 にノjミした。放 iii!，主f'JJiJilJ-lilP判土，

1978年と’79"1三では 3似も較文：がある。 Nzl'i'i’ドI:( itf;'i'! ) 

か食’＇.，l，：動物による 1s1然死亡が!JiZIλlか｜リJらかではないが，

変化する。しかし 3～ 5歳の 3年聞の累積f4Jifl'lキは年

齢品ll成から生iHPHilF半と考えられ，そのMは0.97%で



続出におけるクロアワどの内J伝子1

表 5 放ifi~ifJ)lj ・クロの年齢日1JllHt!i1llil体数と 1tf.Jrli'字

lJ立： 1[i；［体数（例体） 1，・段： 1tH11l不（%）

i,j札綾子r r11令
放ifi~年 3 4 5 以tl1l

1976 5 5 

0. 07 0.07 

’77 30 32 62 

0.30 0.32 0.62 

’78 4 196 8 208 

0.04 1. 96 0.08 2.08 

’79 28 46 1 75 

0.28 0.46 0.01 0.75 

’80 7 8 15 

0.09 0.10 0.19 

’81 1 1 

0.01 0.01 

td• 40 280 46 

1111i: 0.01 0.28 0.10 1.96 0.01-0.32 0.12 2.56 

7ι1~，J 0.11 0.74 0.12 0.97 

あった。似，w&J.t文ikJIJitlJ結果の解析によれば，｜りf1rllキ1は
故小1111*13.19%，故大｛夜＊26.45%となったが，このfo＇（は

L1己の 11（｛の 3 ～ 71l~ であって， ff'Wが大きい。 一般的

iこ放流H{kl；む波長 2～ 4cm・、iιよ6J2.Scmの大きさである

グ〉に対して，ここの撚議放流科i!Uま会史上く4～ 6cm・平均

4.7cmと大きく，生残本がぶJ411＼となる (:JI二I・., 1976) 

こともこのfJ;(I大lの 1っと」与えられる。また， Hf(1'i¥'tl(lll

i人］， 1984）に起［，！，：［していたことも考えられる。
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l.{:川I也先におけるクロのi前3～ 7以の 5王fll¥Jの介

,ii，すなわちιI.illーのflfirlP小は3.52%であったが（ III内，

1984），当地先で1J.Jられた［IJJrlJーイ、〈のがJ4 if';もの付lで、あっ

た。そのJJ;(l刈としてはrliJ述のとおり初WJ!'I然iぬれの大

きいこと，持； i，＼＼＼等 i.\!\1を；·1~ ＃~，i!'に入らない討札機：1；も少な

からすあるものとィ与えられる。
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